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令和 6 年度決算の認定
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【特集】令和6年度決算

　令和５年度の歳入が52億6,321万円でしたので、2億8,323万円の増となりました。増額の主なも
のとして、国庫支出金1億1,622万円の増（昨年度比110.1％）等が挙げられます。主な名称の説明
については以下の通りです。

項　　目 説　　　明 令和 6年度決算額

地方交付税

国庫支出金
県 支 出 金

村 債

繰 入 金

それぞれの市町村の財政格差を小さくするため、国
から支給されるもの。使い道は自由。

義務教育や道路整備など特定の費用の一部として、
国や県から支給されるもの。使い道が決まっている。

19億1,460万円

（国）11億5,477万円
（ 県） ２億5,418万円

３億4,250万円

２億2,983万円

国などからの借入金

基金（いわゆる預金）等を一部取り崩し、繰り入
れるもの。

令和6年度決算を認定！【特集】【特集】
　令和７年 9月 12 日から 19 日まで、山江村議会 9月定例会が開催され、その中で令和 6年度一般会
計及び特別会計、公営企業会計決算が認定となり、一般会計においては歳入歳出共に、昨年度を上回
る決算となりました。昨年度決算との比較をしてみましょう。

歳入　55億4,644万円

そ
の
他

繰
入
金

県
支
出
金

村
税

そ
の
他

村
税

県
支
出
金

繰
入
金

5.7％

4.4％ 4.8％ 4.6％ 8.6％

4.6％4.3％ 9％

村債
6.9％

村債
6.5％

繰越金
13.3％

国庫支出金
22.9％

地方交付税
33.3％

繰越金
12.8％

国庫支出金
21.9％

地方交付税
36.4％

令和 5年度

令和 6年度
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【特集】令和6年度決算

　令和５年度の歳出が45億2,427万円でしたので、4億6,539万円の増となりました。増額の主なも
のとして、土木費が2億1,283万円の増（昨年度比201.2％）、総務費が3億345万円の増（昨年度比
132.6％）でした。歳入から歳出を差し引くと5億5,678万円（形式収支額といいます。）となりま
す。それから翌年度へ繰り越すべき財源（繰越明許等）9,532万円を差し引いた金額4億6,146万円
（実質収支といいます。）が令和6年度決算となりました。
尚、特別会計、及び公営企業会計の収支については以下の通りです。（※四捨五入による誤差が
生じる場合があります）

※公債費・・・国などから借入れした分の元利返済金
※その他・・・商工費・消防費・議会費の合計

歳出　49億8,966万円

国民健康保険事業

介 護 保 険 事 業

後期高齢者医療事業

ケーブルテレビ事業

公 営 企 業 会 計

簡 易 水 道 事 業

農業集落排水事業

4 億 100 万円

5 億 7,237 万円

5,149 万円

9,396 万円

３億 8,509 万円

4 億 7,844 万円

4,922 万円

8,934 万円

※15 ,909 万円

9,393 万円

※226 万円

462 万円

6,533 万円

18 ,828 万円

特 　 別 　 会 　 計 歳　入 歳　出 差　引　額

（※四捨五入による誤差が生じる場合があります）

当期純利益（1年間の事業活動で得た最終的な利益のこと）

総務費
24.7％

総務費
20.5％

災害復旧費
17.1％

災害復旧費
19％

民生費
15.1％

民生費
16％

6.4％ 7％ 6.3％ 7.2％ 8.5％ 7.7％

8.1％ 7.5％ 7.3％ 7.6％ 4.6％ 9.4％

農
林
水
産
業
費

農
林
水
産
業
費

教
育
費

教
育
費

衛
生
費

衛
生
費

公
債
費

公
債
費

土
木
費

そ
の
他

土
木
費

令和5年度

令和 6年度

そ
の
他
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村政を問う！ 一般質問 QR コードで各議員の一般質問の動画がご覧になれます。

久保山 直巳 議員

問答問答

答

　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
体
制

の
現
状
・
法
令
遵
守
を
伺
う
。

　

通
報
・
相
談
体
制
等
は
？

　

新
聞
記
事
を
活
用
し
た
管

理
職
か
ら
の
講
話
、
あ
る
い

は
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
形
式
に
よ

る
不
祥
事
防
止
研
修
を
定
期

的
に
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
毎
月
開
催
し
ま
す

村
内
の
校
長
会
に
お
い
て
、

各
校
長
先
生
方
と
不
祥
事
防

止
に
向
け
た
情
報
を
共
有
し

な
が
ら
、
私
の
ほ
う
か
ら
話
を

し
て
い
る
。

　

関
係
機
関
で
あ
り
ま
す
警

察
、
児
童
相
談
所
を
は
じ
め

と
す
る
機
関
へ
の
通
報
と
連

携
に
よ
り
、
事
態
の
解
決
に

答
　

不
祥
事
発
生
時
の
対
応
・
第

三
者
機
関
の
関
与
は
？　

問

　

今
後
の
課
題
と
取
り
組
み

を
伺
う
。

問

　

歩
道
の
な
い
通
学
路
の
グ

リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
早
急
な
設
置

を
要
望
。　

問答

　

信
頼
関
係
の
構
築
に
向
け

て
は
、
ま
ず
も
っ
て
先
生
方

が
健
康
で
、
児
童
生
徒
と
し
っ

か
り
と
向
き
合
い
、
日
々
の

学
習
指
導
、
生
徒
指
導
に
取

り
組
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
大

前
提
で
あ
る
と
認
識
を
し
て

い
る
。

　

そ
の
た
め
に
も
先
生
方
の

働
き
方
改
革
の
推
進
、
あ
る

い
は
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の

実
施
や
産
業
医
の
活
用
等
に

よ
り
、
教
職
員
の
健
康
維
持

と
把
握
に
努
め
る
。

　

関
係
機
関
で
あ
り
ま
す
警

察
、
児
童
相
談
所
を
は
じ
め

と
す
る
機
関
へ
の
通
報
と
連

携
に
よ
り
、
事
態
の
解
決
に

向
け
た
対
応
を
教
育
委
員
会

と
と
も
に
進
め
て
行
く
。

■ 教育現場のコンプライアンス
　　　　　　　　　　　について
　　■ 通学路の安全対策は？

向
け
た
対
応
を
教
育
委
員
会

と
と
も
に
進
め
て
行
く
。

　

情
報
開
示
に
つ
い
て
は
、

児
童
生
徒
の
保
護
と
い
っ
た

観
点
を
尊
重
す
る
と
と
も
に
、

人
権
に
配
慮
し
た
開
示
の
あ

り
方
を
考
慮
し
た
上
で
行

な
っ
て
い
く
。

　

学
校
で
は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
防
止
相
談
員
を
２
名
ず
つ

指
名
し
て
い
る
。
教
職
員
間

の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
が
発

生
、
あ
る
い
は
疑
わ
れ
る
よ

う
な
事
案
が
発
生
し
た
場
合

に
は
、
相
談
員
に
す
ぐ
相
談

で
き
る
体
制
が
整
っ
て
い
る
。

情
報
開
示
に
つ
き
ま
し
て
は
、

児
童
生
徒
の
保
護
と
い
っ
た

観
点
を
尊
重
す
る
と
と
も
に
、

人
権
に
配
慮
し
た
開
示
の
あ

り
方
を
考
慮
し
た
上
で
、
行

な
っ
て
行
く
。

※その他、小中学生のSNS利用の現状と、
課題・対策について質問した。

　

学
校
か
ら
の
要
望
や
、
交

通
量
が
多
く
歩
道
整
備
が
困

難
な
区
間
を
中
心
に
順
次
対

応
を
進
め
て
お
り
、
今
後
に

つ
い
て
も
児
童
生
徒
の
安
全

確
保
を
最
優
先
に
、
交
通
量

や
通
学
路
の
危
険
度
を
基
準

と
し
た
優
先
順
位
を
設
け
、

関
係
機
関
と
協
議
し
な
が
ら
、

計
画
的
な
設
置
を
検
討
し
て

行
く
。

児童の安全を確認するグリーンベルト
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村政を問う！ 一 般 質 問

■ 再生可能エネルギーについて
　■ 村営住宅建て替え（林田団地・
　　　    新寺の下団地）について
　　 ■ 役場駐車場について 

問問

問

答

答

答

答

　

令
和
６
年
度
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
ゾ
ー
ニ
ン
グ
計

画
策
定
支
援
業
務
を
さ
れ
、

こ
の
山
江
村
の
地
形
に
合
わ

せ
、
村
民
の
皆
様
の
ご
協
力

に
よ
り
、
計
画
策
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

令
和
７
年
度
に
お
い
て
、

公
共
施
設
を
利
用
し
、
導
入

す
る
計
画
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
、
導
入
計
画
、
並
び
に
、

村
の
支
出
が
あ
る
の
か
。

　

 

本
年
度
に
お
い
て
、
山
江

中
体
育
館
、
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
の
屋
根
に
太
陽
光

発
電
設
備
を
設
置
す
る
方
向

で
あ
る
。
環
境
省
の
補
助
金

を
活
用
し
、
設
備
を
設
置
す

る
民
間
事
業
者
が
申
請
者
と

な
り
、
施
設
を
提
供
す
る
共

同
事
業
者
と
な
る
こ
と
か
ら
、

財
政
負
担
は
な
い
。

答

　

省
エ
ネ
家
電
買
替
促
進
補

助
金
は
、
今
後
も
継
続
す
る

の
か
。

　

現
在
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
に

加
え
、
次
世
代
の
太
陽
光
パ

ネ
ル
な
ど
の
新
技
術
の
導
入

も
検
討
し
な
が
ら
、
脱
炭
素

社
会
の
実
現
に
向
け
整
備
し

て
い
く
。
公
共
施
設
で
は
太

陽
光
を
、
小
水
力
発
電
、
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
の
３
つ
を
基

本
的
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
導
入
計
画
を
し
て
い
る
。

　

山
江
村
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー

検
討
委
員
会
が
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
今
後
、
ど
の
よ

う
な
計
画
を
考
え
て
い
る
の

か
。

問

　

脱
炭
素
社
会
へ
の
取
組
み

を
進
め
る
た
め
に
、
省
エ
ネ

家
電
買
替
促
進
補
助
金
は
、

今
後
も
継
続
す
る
。

　

令
和
7
年
度
、
建
て
替
え

事
業
計
画
用
地
の
選
定
、
用
地

買
収
交
渉
。

　

令
和
８
年
度
、
造
成
・
土

木
工
事
。

令
和
９
年
度
、
住
宅
の
設
計
。

令
和
１０
年
度
、建
築
工
事
。

令
和
１１
年
度
、（
同
右
）

令
和
１２
年
度
、旧
団
地
の
解
体
、

撤
去
工
事
。

令
和
１３
年
度
、入
居
開
始
。

　

現
在
、
候
補
地
の
検
討
中

　

降
雨
後
に
水
た
ま
り
等
が
あ

り
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
に
不
便

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

現
在
の
所
、
計
画
は
し
て
い
な

い
が
、
活
用
で
き
る
補
助
事
業
、

充
当
で
き
る
地
方
債
や
基
金
を
確

認
し
な
が
ら
、
前
向
き
に
検
討
し

て
い
く
。

　

入
居
者
説
明
会
を
実
施
さ

れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、

今
後
の
計
画
は
。

　

駐
車
場
の
整
備(

舗
装
・
白
線)

は
考
え
て
い
な
い
か
。

立道　徹 議員

　

電
気
料
金
の
削
減
、
併
せ

て
、
蓄
電
池
も
整
備
す
る
の

で
、
災
害
時
に
も
電
力
供
給

で
き
る
。

問

で
あ
る
。

降雨後の役場前駐車場
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■ 株式会社「やまえ」の経営状況？
　 ■農業用水問題の解決は？
　　■村道沿線の除草の状況は？

答
　

各
年
度
の
決
算
状
況
は
左
記

の
と
お
り
。

問
　

各
部
門
毎
の
経
営

分
析
を
伺
う
。

　

温
泉
部
門
は
売
上
が
伸
び

て
い
る
が
、
燃
料
高
騰
の
影

響
も
あ
り
売
上
原
価
も
上
昇

傾
向
に
あ
る
。
宿
泊
部
門
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
か
ら
の
経
済
回
復
に
向
け

た
割
引
ク
ー
ポ
ン
等
の
経
済

効
果
も
あ
り
年
々
売
上
は
伸

　

燃
料
高
騰
対
策
と
し

て
温
泉
の
再
掘
削
を
検

討
さ
れ
て
い
た
が
、
具
体
的

な
計
画
は
あ
る
の
か
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
と
不
動
産

鑑
定
を
含
め
た
温
泉
セ
ン

　

多
面
的
事
業
に
よ
る
作
業

で
足
り
て
い
た
。
チ
ラ
シ
を

配
り
用
水
管
理
の
徹
底
を
呼

び
掛
け
下
流
部
の
用
水
確
保

　

８
月
上
旬
に
多
面
的
事
業

に
よ
り
村
内
各
所
で
重
機
に

よ
る
堰
の
用
水
確
保
を
行
っ

た
の
で
、
例
年
以
上
に
声
は

上
が
ら
な
か
っ
た
。

答答

答

答

問答答
　

千
ｍ
下
は
５４
度
あ
る
が
途

中
水
の
侵
入
で
３７
度
ま
で
下

が
る
。
温
泉
掘
削
に
は
一
億

程
度
必
要
と
な
る
。
財
源
を

含
め
て
検
討
し
て
い
く
。

問

問

　

施
設
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
や
民
間
譲
渡
の
計

画
は
あ
る
の
か
。

　

村
内
に
お
い
て
農
業

用
水
不
足
の
相
談
は
無

か
っ
た
か
。

問
　

近
年
温
暖
化
に
よ

り
村
道
沿
線
の
草
木

の
繁
茂
が
激
し
い
、
対
応
状

況
を
伺
う
。

　

年
間
の
委
託
業
務
に
よ
る

除
草
。
緊
急
的
に
事
業
所
に

対
応
を
依
頼
す
る
除
去
。
建

設
課
職
員
の
直
接
対
応
に
よ

り
行
っ
て
い
る
。　
　
　
　

　
　

問
　

以
前
質
問
し
た
一
丸

地
区
の
用
水
不
足
対
策

の
対
応
状
況
は
。

一般質問

北田　愛介 議員

び
て
い
る
が
、
光
熱
費
や
物
価

高
騰
、
人
件
費
の
上
昇
な
ど
一

般
管
理
経
費
が
上
昇
傾
向
に
あ

る
。
物
産
部
門
は
栗
ま
ん
じ
ゅ

う
、
び
っ
く
り
団
子
に
加
え
や

ま
え
栗
ペ
ー
ス
ト
の
需
要
が
高

ま
っ
て
お
り
利
益
を
生
み
出
し

て
い
る
が
、
原
料
と
な
る
や
ま

え
栗
の
価
格
上
昇
、
そ
の
他
の

物
価
高
騰
な
ど
か
ら
純
利
益
が

伸
び
な
い
状
況
で
あ
る
。
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問
　

先
日
、
令
和
６
年
度

の
経
営
状
況
が
報
告
さ

れ
た
が
、
過
去
５
年
間
の
決
算

状
況
を
伺
う
。

タ
ー
を
経
営
し
た
い
と
い
う

人
が
い
な
い
か
と
い
う
こ
と

は
密
接
な
関
係
が
あ
る
。

　

ま
ず
公
募
を
し
て
み
て
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
や
泉
源
を
ど
う

す
る
か
具
体
的
に
検
討
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

を
図
っ
た
。

　

ハ
ー
ド
事
業
を
行
う
に
は
受

益
者
の
合
意
形
成
が
必
要
と
な
る
。

　

受
益
者
と
慎
重
に
相
談
し
な

が
ら
解
決
策
を
見
つ
け
る
。

村道沿線の繁茂状況
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村政を問う！ 一 般 質 問 ※一般質問の内容は質問した議員の責任により議員の原稿
のまま掲載しています

　

熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
が

発
表
さ
れ
た
場
合
や
熱
中
症

予
防
指
針
を
考
慮
し
、
防
災

無
線
で
注
意
喚
起
を
行
い
、

健
康
被
害
対
策
は
高
齢
者
世

帯
な
ど
、
声
掛
け
や
安
否
確

認
を
定
期
的
に
行
っ
て
い
る
。

　

下
校
中
の
熱
中
症
対
策
と

し
て
、
持
参
す
る
水
筒
に
冷

水
を
補
充
す
る
ウ
ｵ
ー
タ
ー

サ
ー
バ
ー
を
設
置
す
る
考
え

は
な
い
か
。

　

村
民
に
対
し
て
、
ど
の
よ

う
な
注
意
喚
起
と
健
康
被
害

対
策
を
さ
れ
て
い
る
か
。

　

各
学
校
で
は
製
氷
器
や
冷
蔵

庫
の
氷
を
活
用
し
て
お
り
、
現

時
点
で
の
設
置
は
考
え
て
い
な

い
。

　

各
学
校
で
は
製
氷
器
や
冷
蔵

庫
の
氷
を
活
用
し
て
お
り
、
現

時
点
で
の
設
置
は
考
え
て
い
な

い
。

　

用
水
路
、
排
水
路
は
関
係

者
に
説
明
を
行
い
、
十
月
三

日
に
村
民
向
け
て
の
事
業
説

明
会
を
行
う
。
施
設
近
隣
の

住
民
の
方
に
も
お
声
掛
け
を

し
た
い
。

■ 熱中症予防対策は！
　■ 村の拠点事業「栗の駅」の　
　　　　　　　 地元対策は！
　　■ 尾寄崎キャンプ場の再建は！

答

答

答

答

問

問 問

　

隣
接
す
る
個
人
住
宅
の
歴
史

的
景
観
や
文
化
財
価
値
に
興
味

を
持
た
れ
、
侵
入
さ
れ
る
こ
と

　

ヤ
マ
メ
生
産
組
合
の
支
援
に

加
え
、
キ
ャ
ン
プ
場
の
活
用
に

つ
い
て
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

を
導
入
し
、
再
建
の
方
向
で
検

討
を
進
め
て
い
る
。

　

地
元
住
民
か
ら
事
業
説
明
会

の
要
望
が
あ
る
が
計
画
の
予
定

は
あ
る
の
か
。

問

問

問

　

施
設
の
老
朽
化
か
ら
存
続

判
断
の
時
期
に
来
て
い
る
。

自
然
を
求
め
る
ア
ウ
ト
ド
ア

等
の
高
ま
り
が
あ
る
中
、
キ
ャ

ン
プ
場
の
今
後
の
あ
り
方
は
。

　

民
有
宅
地
へ
の
無
断
侵
入

な
ど
を
心
配
さ
れ
る
こ
と
を

伺
っ
て
い
る
の
で
、
現
地
を

確
認
し
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
配

慮
対
策
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

　

山
間
地
域
が
元
気
に
な
る

よ
う
な
挑
戦
的
施
策
の
一
つ

と
し
て
、
村
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
地
域
交
流
拠
点
と
し

て
整
備
を
図
る
考
え
は
な
い
か
。

答

答

横谷　巡議員

　

村
の
新
た
な
拠
点
「
栗
の

駅
」
と
連
携
し
な
が
ら
地
域

の
交
流
拠
点
の
モ
デ
ル
と
し

て
、
山
紫
水
明
の
景
勝
地
を

活
か
し
、
ヤ
マ
メ
の
養
殖
に

加
え
て
キ
ャ
ン
プ
場
を
ど
う

開
発
し
て
い
く
の
か
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
と
協
議
を
重

ね
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た

い
。

も
考
え
ら
れ
る
の
で
そ
の
配

慮
対
策
は
。

地域交流拠点として期待される
現在の尾寄崎キャンプ場
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一般質問

■ 生活習慣病予防は定期的な
　　　　　　　　　 検診から！
　　■ 水田の維持へ支援策を！

白川　俊博議員

問
　

集
団
健
診
、
が
ん
検
診
、
特

定
検
診
の
受
診
者
・
率
の
推
移

は
左
記
の
と
お
り
。

　

近
年
の
健
康
診
断
の
受
診
者

及
び
受
診
率
を
伺
う
。

問
　

罹
患
者
が
多
い
大
腸
が
ん
、

全
大
腸
内
視
鏡
検
査
の
無
償
実

施
と
予
防
接
種
の
更
な
る
自
己

負
担
の
軽
減
の
考
え
は
な
い
か

伺
う
。

答

　

Ｓ
状
結
腸
内
視
鏡
検
査
や
便

潜
血
検
査
の
受
診
率
の
向
上
へ

と
注
力
し
て
行
く
。

　

全
大
腸
内
視
鏡
検
査
の
無
償

化
は
考
え
て
い
な
い
。
予
防
接

種
の
軽
減
は
医
師
会
等
で
形
成

さ
れ
て
い
る
協
議
会
に
発
信
し

て
行
く
。

答

問
　

水
は
け
の
悪
い
水
田
の
調
査

は
進
め
て
い
る
。

　

今
後
は
最
適
な
方
法
を
見
つ

け
、
補
助
等
を
検
討
す
る
。

　

圃
場
整
備
後
に
経
過
し
た
水

田
は
劣
化
が
進
み
、
水
は
け
が

悪
く
な
っ
た
り
、
用
排
水
の
機

能
が
十
分
で
な
い
箇
所
が
見
受

け
ら
れ
る
、
支
援
策
の
検
討
は

出
来
な
い
か
。

問
　

今
後
、
被
害
が
拡
大
す
る
恐

れ
が
あ
る
が
、
軽
減
の
た
め
の

助
成
な
ど
対
策
の
考
え
は
な
い

か
。 問

　

日
向
瀬
橋
の
上
流
水
田
で

被
害
が
確
認
さ
れ
る
が
被
害
面

積
の
把
握
、
相
談
等
は
あ
っ
て

い
る
か
。

答

　

生
息
域
の
正
確
な
面
積
は
把

握
し
て
い
な
い
、
被
害
の
相
談

も
な
い
。

答

　

駆
除
へ
の
薬
剤
も
あ
る
が
無

農
薬
栽
培
農
家
も
い
る
、
散
布

は
肥
料
調
整
や
周
辺
生
物
に
影

響
を
与
え
る
、
駆
除
に
対
し
て

補
助
は
考
え
て
い
な
い
。

答
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機能しない用水調整器

（※四捨五入による誤差が生じる場合があります）
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定例会・研修報告

山江村監査委員の選任

一般会計補正予算
答　弁質　疑

令和7年度町村議会広報研修会

議員活動の一コマ

　令和７年度町村議会広報研修会が令和７年８月
２８日、LINE CUBU SHIBUYA（渋谷公会堂）
にて開催されました。インタビュー記事を足して
読まれる広報紙の作り方や、スマートフォンを活
用した撮影技術・動画作成の基本など、多岐にわ
たる講義を受講してきました。

〇保育所等における ICT 化推進事業補助金 15
万円の計上について

〇水防費における消耗品費の増額について

〇財産管理費における修繕費の増額について

〇企画総務費における備品購入費の増額について

〇万江保育園における園児の登園、降園を管理
するシステムの導入経費への補助

〇当初予算にて消防団活動服を計上していた
が、物価高騰により見込みより見積額が上がっ
たため増額した。

〇役場庁舎の雨漏り、大会議室の照明を LED 化
するための経費等が必要となったため増額した。

〇公用車の購入に係る経費を増額した。

白川議員

西議員

健康福祉課長

総務課長

総務課長

企画調整課長

���������������

�����
��
	����������
������� ­����	�������
���������
��������
����	����¡��

���¢��£¤��

¥¦�§¨©ª«¬®«�¯§¨««ª°®±¬�

山江村名誉村民の選定

令和７年 第６回山江村議会定例会
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　令和7年１０月９日（木）熊本県町村議会
議員研修会が行われ、全議員が出席しまし
た。今回は元大和大学政治経済学部教授田中
富雄氏を講師に、「これからの一般質問のあり
方」と題し、オンライン形式での講演会でした。
　内容は、一般質問の作法として19項目の
チェックポイントをクローズアップし、どの
ように一般質問をすれば、議員としての役
割、議会としての機能を果たすことができる
のか等を講演されました。

　令和7年９月２４日から２６日にかけて、「令和８年度主軸事業要望」として、衆・参両
議院の国会議員へ要望活動を行い、その後愛媛県西条市の「いとまち」等を視察研修しま
した。「いとまち」は現在山江村が進めている「栗の駅」構想のモデルとなった施設で、
「建築」、「エネルギー」、「食」、「テクノロジー」、「グリーンインフラ」をキー
ワードに、ホテルやマルシェなどの「商業ゾーン」と戸建住宅による「住宅ゾーン」で構
成されています

発
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山
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編
集
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集
特
別
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会

熊
本
県
球
磨
郡
山
江
村
大
字
山
田
甲
１
３
５
６-

１

☎(

０
９
６
６)

２
３-

３
４
０
１ 

FAX(

０
９
６
６)

２
４-

５
６
６
９

山
江
村
域
内
電
話

☎
２
３-

３
４
０
１

山
江
村
議
会
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よ
り
「
ま
る
お
か
」  

第 

98 

号

令和８年度主軸事業要望及び行政視察研修令和８年度主軸事業要望及び行政視察研修

熊本県町村議会議員研修会

　
気
象
庁
は
、
今
年
の
夏
は
平
均
気
温
が

1
8
9
8
年
の
統
計
開
始
以
降
で
最
も
暑
い

夏
で
、
４０
度
以
上
と
な
っ
た
そ
の
日
を
「
酷

暑
日
」
と
名
称
を
付
け
る
方
針
と
発
表
し

た
。
日
本
の
夏
の
日
数
は
年
々
増
え
続
け
て

お
り
、
長
い
夏
と
冬
の
二
季
化
が
進
ん
で
い

る
と
い
う
。

　
今
年
の
異
常
気
象
は
、
国
内
各
地
で
線
状

降
水
帯
を
発
生
さ
せ
、
８
月
に
は
県
内
に
も

記
録
的
な
大
雨
を
も
た
ら
し
、
自
然
の
驚
異

を
改
め
て
実
感
し
た
夏
で
も
あ
っ
た
。

　
そ
の
暑
い
夏
も
よ
う
や
く
終
わ
り
実
り
の

秋
を
迎
え
た
、
“や
ま
え
栗
”も
、
生
育
中
の

猛
暑
に
よ
り
収
穫
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
稲
作
に
お
い
て
は
短
か
っ
た
梅
雨

の
影
響
で
心
配
し
て
い
た
が
順
調
に
生
育

し
、
収
穫
量
は
例
年
若
し
く
は
そ
れ
以
上
と

も
聞
く
が
、
高
温
が
続
く
近
年
の
気
象
状
況

に
耐
え
ら
れ
る
“猛
暑
に
強
い
高
温
耐
性
品

種
”へ
の
導
入
が
急
が
れ
る
。

　
農
産
物
は
、
品
種
改
良
に
よ
り
気
候
変
動

に
対
応
で
き
る
よ
う
だ
が
、
人
間
は
そ
う
も

行
か
な
い
、
毎
年
の
事
だ
が
暑
さ
対
策
は
、

早
め
の
水
分
補
給
と
身
体
を
冷
や
す
事
が
一

番
だ
そ
う
だ
。

　
今
後
も
、
３５
度
を
超
え
る
「
猛
暑
日
」
が

日
常
と
な
る
の
も
近
い
の
で
は
な
い
か
、
そ

れ
ぞ
れ
が
異
常
気
象
と
な
っ
て
い
る
現
状

を
、
今
一
度
認
識
し
、
見
つ
め
直
し
、
地
球

温
暖
化
対
策
な
ど
に
真
剣
に
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

【
山
江
村
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
】

委 

員 

長
／
本
　
田
　
り
か

委 

　 

員
／
白
　
川
　
俊
博

久
保
山
　
直
巳

 

北
　
田
　
愛
介

（
文
　
責
　
白
川
　
俊
博
）

国会議員への要望活動 「いとまち」の視察研修
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